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2021 年 11 月 14 日（日）9：30～12：10                   写真協力：伊藤義人氏 

               参加者：大人 13 名 子ども 3名 天気：曇りのち晴れ 

 

 

作業棟の軒下には狩りバチの巣がいくつも作られていました。中のハチは出たあとのように見えました。い

くつかの巣がつなげられたものもありました。マサキの枝には昼行性のガ、ミノウスバが多数集まっていま

した。交尾中の雌雄もいて、産卵中のメスのうしろには産みつけられた卵がずらりと並んでいました。   

 

ハラビロカマキリの卵が見つかりました。最近は外来のムネアカハラビロカマキリの卵鞘ばかりが見つかっ

ていて、在来種のものはあまり見かけなくなっています。ユズの実が黄色く色づいていました。先月まだ緑

色だったときにはもっとたくさんついていたので、黄色くなってから誰かに持ち去られたのでは、と話しま

した。足元の草むらではベニシジミが見つかりましたが気温が低いためかほとんど動けないようでした。 

ヌルデの枝に夏の間にできた虫こぶがついているものもありました。ここでアブラムシを研究した参加者か

らこの虫こぶについての説明を聞きました。虫こぶはヌルデシロアブラムシによるもので、夏の間はヌルデ

で暮らして翅のないメスによる世代交代をし、秋になると翅をもつメスが生まれてチョウチンゴケに移動し

て冬を越し、次の春にまたヌルデに移動する、というものでした。オオカマキリの卵鞘も見つかりました。 

アンズやモチツツジには季節外れの花がまばらに咲いていて「忘れ花」との呼び方が紹介されました。俳句

では冬の季語となっています。子どもが落ち葉の中から虫こぶのついたアベマキの葉を見つけました。 

 

 

 

 

先月に続き自然観察会を実施することができました。開始時刻には空は薄い雲に覆われていましたが、時
が経つにつれて晴れ間が広がり気温も上昇しました。風もなく絶好の観察会日和となりました。 
 

※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

ユズの実 
 

ハラビロカマキリの卵鞘 
ヤマナラシ 

ベニシジミ 

アベマキの虫こぶ モチツツジの忘れ花 アンズの忘れ花 

ミノウスバ(交尾中・右が♂) 狩りバチの巣 ミノウスバ(産卵中)と卵 

ヌルデの虫こぶ 

ヌルデシロアブラムシの説明 

オオカマキリの卵鞘 
 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


 

この日は秋の深まりを感じさせる色とりどりの木の葉や実が多く目に入りました。中でもヤマハゼの紅葉やヤマ

ノイモの黄葉はよく目立ちました。ヤマノイモとは少し違う黄色のツル性植物があり、よく見るとヘクソカズラ

でした。しかしまだ緑色の葉や茎をもんで鼻を近づけても、ヘクソカズラ特有の匂いは感じられませんでした。 

夏の間はいろいろな虫に葉を食べられるコムラサキですが、きれいな紫色の実をつけていました。参加者の一人

が以前から注目しているというチャノキを見に行きました。まだ小さな木でしたが、2 本確認することができそ

のうち 1本はつぼみをつけていました。チャノキのそばには数年前に観察したヒカゲノカズラも健在でした。 

 

田んぼの近くでツチハンミョウを捕らえました。この虫の分泌液にはカンタリジンという強い毒が含まれている

ため、うっかり刺激したりしないよう注意が必要です。シャシャンボの木には実がたくさんついていたので数人

で食べてみました。少し未熟な実もありましたが、まずまず甘く、ジャムにしたら最高だと言う人もいました。

またサルトリイバラには赤い実がついていました。サルトリイバラは地元では葉を利用したふ饅頭が有名です。 

畑に移動するとハクサイが大きく育っていました。２年前に移植したカラスウリを見にいくと、その足元ではイ

ヌホオズキが花と実をつけていました。畑の奥ではセンナリホオズキも栽培されていて、熟した実は食べられる

そうですがその時期にはまだ早いとのことでした。最後に畑の脇のサザンカの花を観察して中道に戻りました。 

平和公園での観察項目（観察順）: 狩りバチの巣,アオサギ,ハラビロカマキリの卵鞘,ムネアカハラビロカマキリの卵鞘,ミノ

ウスバ,ゴミグモ,マサキ,モズ,ジョロウグモ,ヘリカメムシ,ナナホシテントウ,ゴボウ,ユズ,ベニシジミ,センダンの実,ヌルデ

の虫こぶ,オオカマキリの卵鞘,アンズの残り花,カブトムシの死骸,シジミチョウ,チュウサギ,ミノムシ,モチツツジの残り花,

アラカシ,アベマキの虫こぶ,ウバメガシのドングリ,アキニレの実,チャ,ヤマハゼ,ガマズミの実,ヤマノイモ,ヘクソカズラ,

コムラサキ,ヒカゲノカズラ,ツチハンミョウ,ヤスデ,サルトリイバラ,シャシャンボ,エニシダ,セイヨウタンポポ,ツマグロヒ

ョウモン,ハクサイ,カラスウリの実,スズメウリの実,カメムシの仲間,イヌホオヅキ,センナリホオズキ,キクイモ,イチジク,

サザンカ,ハクサンボクの紅葉,ツヅレサセコオロギ 

チャノキのつぼみ コムラサキの実 ヒカゲノカズラ 

シャシャンボ ツチハンミョウ 
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ヤマハゼの紅葉 

ヤマノイモの黄葉 
 

ヘクソカズラの黄葉 

識別ポイント 

イヌホオズキ サザンカ 

センナリホオズキの 

花と実 

サルトリイバラ 


